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ＩＰＯ後に株主数を急増させた企業 

 

個人投資家の皆さんにとってＩＰＯ市場の存在はどのように映っているでしょうか。

今まで聞いたこともないような企業が一定の手順で関係者とともに上場に向けた手続

きや準備をした結果、晴れて上場が承認されると企業のブランドとともに社会的に存

在感を示せることになります。その最初の一歩が企業の株式を見ず知らずの人に投資

してもらうＩＰＯです。ＩＰＯ企業は未知数ながら時代を映す鏡のような存在と筆者

は考えています。事業の内容もさることながらＩＰＯを今後の企業成長に向けた契機

として、経営者が率先して発展に向け取り組む姿勢が感じられれば投資家はそれに賛

同してリスクマネーを投じることになります。しかしながら、現在のＩＰＯ市場はキ

ャピタルゲインを主体にした目先の利益優先の短期投資家が潤う機会を与える場にな

っている感が致します。ＩＰＯがゴールになるような企業は論外で成長指向も見出せ

ない企業にはＩＰＯする資格はありません。一方の投資家も公開価格で手に入れたＩ

ＰＯ株を初値やその後の高値で売却するだけの存在となっているのかも知れません。

お祭り騒ぎのようなＩＰＯから時間の経過とともにその企業は存在が忘れ去られる運

命にあるというのは筆者のこれまでの経験から来る冷めた見方かも知れませんが、Ｉ

ＰＯ後の大半の企業はいかに自社のファンとも言うべき投資家との関係をつなぎ止め

ようとＩＲ活動に注力をすることになります。 

昨年７月のＩＰＯから１年以上を経過した企業でクロスフォー（７８１０）という

山梨県・甲府市に本社を置く宝飾品メーカーがあります。同社は自ら特許化したダン

シングストーン（揺れ続ける宝飾品）をコアの商材として世界の有名ブランド宝飾品

企業への部品提供を通じて消費者に販売しようとしているユニークな企業です。日本

発世界企業となるべく社長自らアイデアあふれる製品を世に送り出そうと懸命に頑張

っています。公開値７３０円に対して初値は１０５１円という比較的穏健な水準でし

たが、その後の高値は１８１０円（２分割換算で９０５円）までありました。今年に

なってＩＰＯ後の前期決算見通しを大幅に下方修正したことから、その後の株価は大

きく下落してしまいました。 

同社のビジネスは直接自社製品を消費者に販売していませんが、最終的には一般消

費者に身につけてもらう必要があり、株価の下落が続く中で、これを株主優待制度に

組み込んだ結果、何と株主数は４０００名足らずから一気に１６０００名（多くは１

００株の単元株数株主？）を突破するに至りました。送られてきた優待製品を手に取

った株主の声が掲示板などで千差万別に聞こえてきますが、ＩＰＯ後１年余りでこれ

だけの株主（投資家）との接点ができたことは同社にとっては大いに意義のあること

だと思われます。 

同社の土橋社長は、ＩＰＯはゴールではなく長期的成長の一里塚に過ぎないと企業

説明会や株主総会でも力強い発言をしています。それには今期発売されたテニスブレ



東京 IPO 特別コラム 

 

スレットやデコリン（デコレーションリング）などの新製品投入も後押ししてくれそ

うです。世界を相手にビジネス展開する同社が多くの株主に支えられ、どこまで成長

を遂げられるかとても興味深いところです。 

                  （東京 IPO コラムニスト 松尾範久） 


